




 京都美術⼯芸⼤学は開学 10 年を迎え、⼯芸学部に加えて新たに建築学部が誕⽣しました。この
記念すべき年に「卒業制作梗概集」ならびに「⼤学院修⼠研究梗概集」の第 1 号が発刊され、建
築学科 8 期⽣ならびに⼤学院⽣ 1・2 期⽣合わせて 167 編の梗概が掲載されたことは極めて喜ばし
いことであります。
 本梗概集に収録している卒業制作と修⼠研究は、芸術系⼤学の建築分野の学びとして建築デザイ
ン領域、伝統建築領域、融合領域と多岐に渡っています。多様なキャリア・専⾨性を持つ教員によ
る⽇々の研究指導や活動の成果であり、本学の特徴の⼀端を⽰しております。本梗概集は本学の研
究・教育活動の重要な⼀ 環であり、本学の研究⼒と教育⼒の⽔準向上のために来年度以降も刊⾏
して⾏く所存です。
 最後になりましたが，梗概集編集部会をはじめ発刊に際してご尽⼒いただいた全てのみなさまに
⼼より御礼 申し上げ、巻頭に寄せる⾔葉といたします。

京都美術⼯芸⼤学
学⻑
新⾕裕久

梗概集の刊⾏に寄せて
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M21001

Research and proposals for child -rearing 
environments that evoke diverse voluntary 
activities of children
-The regional base facility and regional 
development- 

M21001 Ryuto Oishi
Academic advisor Tanemura toshiaki

Graduate School of Appliced, Kyoto University of Arts and Crafts Univ.
** Specially Appointed Prof,Kyoto Arts and Crafts Univ,Dr.Eng.(Adviser)
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Windows in the façade of the Hermitage Winter palace
Bartolomeo Rastrelli’s grammer of façade ornamentation.
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   小野優太 *
**

* 京都美術工芸
** 京都美術工芸  ( ) 

Research and proposal of space 
for creative activities in student 
dormitories using the concept of 
Yohaku  in Japanese painting
ONO Yuta*
INOUE Shinichi**

* Graduate Student,Graduate School of Applied Art.,
       Kyoto Arts and Crafts Univ.
** Prof. Graduate School of Applied Art ,
       Kyoto Arts and Crafts Univ.,Dr.Eng.( Adviser)

１　背景
1.1：交流空間の必要性
　平成 29 年の京都市のアンケート（参考：1）によると地域の活動やボランティアに参加したことがないと回答（37.3％）した内「ぜ
ひやってみたいと思う」と回答した方が 1.0％と極端に少ないことから、非参加者の積極的参加は難しいと考えられる。また、
別質問にて地域とのつながりがあまりないと回答した割合が過半数を占めたこと、それに対して不安を抱いている層がいるこ
とから、希薄なつながり（積極的に地域活動に参加するのではなく、日々の暮らしの中で地域に対して間接的なつながりの形
成を目指す。）が必要である。
1.2：学生寮における交流空間
　新型コロナウイルスの感染拡大によって多くの大学ではオンライン授業が推進される一方で、その後の対面授業への移行や
自粛期間中の交流の少なさなどが問題としてあげられる。また、建築・美術などを専攻している学生にとっては制作途中ある
いは完成した作品を見る機会も減り、豊富な情報交換の場が必要である。
　A・H・マズローが述べた、欲求の５段階説（参考：2）によると、人間が自己成長欲求を得るには生理的欲求、安全欲求、社会的欲求、
承認欲求の順に欲求を満たす必要があると述べている。マズローの欲求の５段階説は生理的欲求、安全欲求といったプライバ
シーを求める段階と社会的欲求や承認欲求といった組織や集団に属し、コミュニケーションを取ることを求める段階に分けら
れる。マズローの理論では、自己成長に至るためには社会性のある場へ赴くことは必須である。今回の計画では、学生寮にお
いて、不特的多数に対して開くことによって、複数のコミュニケーションを可能とすると共に、プライバシーを確保すること
を目的としている。
1.3：余白概念を活用した交流空間の再編　　
　余白という言葉を古くから扱っている表現として挙げられるのが日本画や山水画である。古くは、近景・中景・遠景のうち、
いずれかを省略する技法であると言われており、省略によってつくられた空間には時として、詩が差し込まれた。また、風景
を描く中で表現が過剰にならないように一部を塗りつぶす表現でもあり、いずれにしても、本来あったはずの情報を省略した
表現であると言える。
　この省略表現が見れたくないプライバシーな部分を視覚的表現として省略し、強調したい空間を強く主張するための表現と
して活用できるのではないのかと考察する。
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3 余白の考察
3.1 余白の分類
　建築事例における余白の活用は、計画範囲におけるボリュームの配置によって生じた余白、あるいは、特定の室や空間の利用
方法や周囲との関係性を述べているものが多い。
　一方で、美術館における展示やポスター、広告などに目を向けると特定のオブジェクトに注目させる目的、オブジェクトの動
きや目線の動きなどを意識して設けられているものが多い。また、日本画や山水画においては省略や塗りつぶしによってモチー
フを簡略化することを目的とし、日本においては「うつろい」（参考：3）と呼ばれる表現が込められているものも見られる。
　うつろいという要素は匂いや音が常に変化するさまから始まった概念であると言われており、「余白」にはこのうつろいとい
う要素が込められていることが多い。（参考：3）建築の事例においても時間や状況に応じて変化することを前提として設けられた空
間に対して「余白」という言葉を使うことが多く、「うつろい」と呼ばれる概念が見て取れる。
　しかし、建築の事例においては、空間の機能に対して「余白」という言葉を用いているものがほとんどであり、対して、ポスター
や絵画では視覚情報に対するアプローチとして用いられているように思える。
　特に、うつろいと呼ばれる要素は禅宗や山水画との関係が強く、今回、日本画や山水画に着目することとなった。また、禅に
おける枯山水も水のないところに水のある様を想像することを趣としており、うつろいと呼ばれる要素は鑑賞者に想像させる重
要な手法となっている。
3.4 視覚情報の省略
　日本独自の「ウツロ」と呼ばれる感覚的表現は余白の一つの魅力として機能している。長谷川等伯の作と言われている《松林
図屏風》の湿潤な霧を想起させる余白は「ウツロ」の感覚を持つ「余白」であり、松林を見るときは余白を意識できず、余白を
見るときは松林を意識できない、地と図の関係性がある。また、松林の手前にある「余白」と奥にある「余白」が溶け込むよう
に描かれることで、鑑賞者は松と松の間にある霧を無意識のうちにイメージし、保管している。描写を省略することによって鑑
賞者が没入するように描かれているのである。（参考：3）

　《松林図屏風》は、松と霧つまりは主題と余白の関係性が他の作品よりも顕著である。松のディテールが霧の表現として機能し、
濃淡の違う松が松林の奥行と刻一刻と変化していく霧の情景を想像させる。《松林図屏風》というタイトルから松が主役のよう
で霧が主役のようにも見える不思議な作品である。
事例：成安造形大学アパートメント（参考：4）

　バッファーゾーンや中庭を余白とし、学生の作品を展示する事を目的としており、作品制作あるいは展示を行う空間である。
　また、図中赤い部分は各居室に設置されたアトリエ部分であり、居住者のプライベートなスペースとパブリックなスペースと
の中間に設けられ、学生の暮らし、特に制作活動が通行人から垣間見えるように計画されている。
事例：12 SHINJUKU 3 CHOME（参考：5）

　個室形式のシェアオフィスであり、それぞれに小さな庭を計画している。箱状のオフィス（図中の青い部分が個室形式のオ
フィスである）を平面的に少しずつ回転させることによってできた小さな庭（図中赤い部分が各オフィスに設けられた庭である。）
がここで言うところの余白である。人が通ることができない小さな 間からオフィス外の景色、また、オフィス外から庭が少し
見えることで高密度なオフィス群の中で集まっている事を認識することができる。庭（余白）は各個室におけるプライベートな

2目的
　芸術・建築等の分野に携わる学生の入居を前提とした学生寮においてアトリエ部分をはじめとした創作活動空間を外部に開
くと同時に、プライバシーを維持することで多様なつながり形成を目指した空間の提案を目的とする。

画像：松林図屏風　引用：東京国立博物館HP
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場であると同時に視覚的に少しだけ開かれており、公と私の空間をつなげる小さな 間となっている。
　また、霧のように、一部を覆い隠すようにして外部との関係性を構築していると見られる事例がある。
桝屋本店（参考：6）

　５ｍ角のグリットに対して配置したコンクリと壁を斜めにカットすることで少しずつ見え隠れしながらも幾重にも奥行きを
成している空間を形成している。近くのものは早く、遠くのものは遅く変化し、その重ね合わせによって予想もつかない複雑
な変化を生み出している。　
アトリエビスクドール（参考：7）

　浮遊する帯によって内外の範囲を規定しない領域の形成を目指している。境界に設けられている壁が浮遊することによって
境界をあいまいにし、都市とのつながりが生まれる空間を実現している。
　両事例共に、境界となる壁面を操作することによって内外の関係性をあいまいにしつつ、特に、アトリエビスクドールに関
しては、内部の全容を覆い隠すツールとしても機能している。

図：計画地周辺の大学等配置図

図：計画地周辺配置図 鉄道内部から見えるアトリエとその変化

道 庭 住居・アトリエ

あいまいな境界

図：成安造形大学アパートメント YOHAKU

平面構成（図中　赤：住居におけるアトリエ

図：12 SHINJUKU 3 CHOME 平面構成　

（図中　赤：庭「余白」　青：貸しオフィス）

図：枡谷本店　立面ファサード 図：アトリエビスクドール　ダイヤグラム
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:京都府京都市左京区一条寺里ノ西町 10
:集合住宅　アトリエ
:3,387m2

:1994m2

:2395m2

:余白　日本画　山水画　
　　　　　　集合住宅　アトリエ

Location : 10 Ichijojisato no Nishimachi, Sakyo-ku, Kyoto-shi, Kyoto
Main Use : Apartment 　Atelier
Site Area : 3,387m2

Building Floor Area : 1994m2

Total Floor Area : 2395m2

Keywords :Yohaku   Japan paintings   Sansui painting
                  Apartment 　Atelier

一条寺

京都市立修学院第二小学校

銭湯

西側からの風景。各住居からあふれ出した活動がパンチングメタルを
通して見ることができる。

南側の一角は銭湯になっており、入居者は自由に利用できるほか、
来訪者とのコミュニケーションの場としても機能する。

西側の通りからもアトリエが垣間見える。住民が駅を利用する際の
動線上からはアトリエが見えることで制作活動を通して視覚による
交流が生まれる。

　各住居につながる廊下は資材の搬入を考慮して少し広く計画し、
　必要に応じて、作業スペースや展示スペースとしても展開する。 

小学校のある東側の通りから一乗寺の駅に向かって
通り抜けができる。これによって、ギャラリーのように
作品を見ながら駅へ通り抜けることができるほか、
地域住民や小学生が作品制作に興味を持つ、あるい
は、製作者との交流へのきっかけとなる。

駅側に1番近い一角の一階を展示室とし、完成した作品を
常設展示するほか、イベントや展示会を行うスペースとし
ても活用する。
2階・3階部分はスタジオや倉庫として機能する。

一条寺駅横にある小道からの描写

中庭

共用アトリエは大型の作品を制作する入居者や共同作業をする
入居者をターゲットとした空間である。

共用アトリエ

展示スペース

西側からは各住居のアトリエ部分のみが見える。
学生は作品やその制作過程を見られることでコミュニケーションが
始まる。

配置図兼１階平面図
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4 研究提案
4.1 敷地情報
　計画地は叡山電車の一乗寺駅に隣接した敷地である。計画案は芸術作品やその作成活動が部分的に垣間見えることで交流の
きっかけを生み出すことが目的であり、作品制作をする学生に向けた短期間の貸し出しを主とした学生寮の提案である。
　この場所は、京都工芸繊維大学と京都芸術大学の中間地点に位置するとともに、叡山電車を進むと、京都精華大学がある立
地であり、多くの芸術諸分野を専攻する大学生の生活圏であると言える。また、計画地の東側には京都市立修学院第二小学校
があり、大学生のみならず地域の小学生や中学生との交流も視野に入れた計画が可能である。現在、一乗寺駅の東側には小道
があり駅から計画敷地に対するアプローチとして活用する。
4.2 設計提案・手法
　叡山電車の車窓から計画地を通過する約 17 秒間、建物に隠されつつも垣間見える作品および制作活動を伝えることが目的
である。
　日々変化していく作品を垣間見るという希薄なレベルのつながりから、作品や活動に興味を持った物が実際に制作者や同じ
く興味を持った者達と交流をする濃密なものまで、変化あるつながりの場を形成する。
　住居部分はウィークリーマンションとして設定することで、さまざまなジャンルの制作活動を展開するとともに、短期間で
寮生の入居位置が入れ替わることによって活動する人や作品、活動するメンバーが頻繁にうつりかわる情景を提案する。
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N
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⑮文化ゾーン①橋本町
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